
議会議会ひえづひえづ 令和８年
5月1日

▶▶子育子育てて交流施設交流施設のの整備整備にに重点！重点！
▶▶令和８年度予算可決令和８年度予算可決



自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　

日
吉
津
に
住

ん
で
20
年
、
自

分
が
若
い
頃
、

下
口
応
援
団
の

方
に
す
ご
く
か

わ
い
が
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
自
分
も
若
い
人
へ
声
を
か
け

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

バ
ト
ン
を
う
ま
く
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
楽

し
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
自
分
自
身
も
楽

し
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

箕
蚊
屋
校
区

出
身
で
す
。
日

吉
津
に
住
ん
で

２
年
半
に
な
り

ま
す
が
、
自
分

自
身
が
自
治
会

に
参
加
す
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
で

す
。
絆
が
強
く
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

安
来
か
ら
来

て
８
年
目
、
村

に
し
て
は
珍
し

く
子
ど
も
が
増

え
て
い
て
子
育

て
し
や
す
い
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
日
吉
津

に
住
ん
で
い
ま
す
。
戸
数
が

少
な
い
班
の
班
長
と
し
て
役

員
に
な
り
ま
し
た
。
行
事
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　

鳥
取
市
出
身

で
、
大
き
な
学

校
で
育
ち
ま
し

た
。

　

日
吉
津
に
住

ん
で
は
じ
め
の
４
年
間
は
ア
パ
ー
ト
で
し
た

が
、
子
ど
も
が
小
学
校
に
行
く
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
の
で
家
を
建
て
ま
し
た
。
少
人
数
の

学
校
も
い
い
な
〜
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
し

や
す
い
村
で
気
持
ち
よ
く
暮
ら
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
ま
す
。

　

ア
パ
ー
ト
に

住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
家
を
建

て
て
６
年
、
地

域
の
集
ま
り
が

盛
ん
で
、
運
動
会
で
は
、
老
若
男
女
が
参
加

さ
れ
て
い
て
う
れ
し
い
で
す
。
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村民インタビュー

▲練習も楽しかった

もりあげたいもりあげたい
みなさんに聞きました

庄
しょう

司
じ

 和
かず

史
ふみ

さん

和
わ

田
だ

 瑞
みず

希
き

さん河
か わ い

合 ちさきさん

霍
つる

田
た

 一
かず

斗
と

さん

米
よね

原
はら

 達
たつ

也
や

さん山
やま

形
がた

 由
ゆ

美
み

さん



合
唱
の
き
っ
か
け
は
？

庄
司
さ
ん　
下
口
と
し
て
何
年
も
芸
能
大

会
に
参
加
で
き
て
な
か
っ
た
の
で
、
久
々
に

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
祭
り

で
下
口
の
歌
を
作
っ
た
ら
盛
り
上
が
っ
た
の

で
、
有
志
で
今
年
に
な
っ
て
か
ら
人
集
め
を

し
ま
し
た
。

　

練
習
は
ヴ
ィ
レ
ス
テ
ホ
ー
ル
や
公
民
館
で

行
い
ま
し
た
。

感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

山
形
さ
ん　
「
ひ
え
づ
の
わ
」
で
太
鼓
は

や
っ
て
い
ま
す
が
、
合
唱
と
な
る
と
恥
ず
か

し
い
気
も
し
ま
し
た
。〝
み
ん
な
で
や
る
ん

だ
〟
と
い
う
気
持
ち
で
や
り
ま
し
た
。
練
習

も
本
番
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

霍
田
さ
ん　
「
も
り
上
げ
隊
」
の
一
員
と

し
て
や
り
ま
し
た
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
し
よ

う
と
服
装
も
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
で
や
り
ま
し
た
。

　

色
々
な
人
と
出
会
え
て
よ

か
っ
た
で
す
。

米
原
さ
ん　

２
歳
の
子

ど
も
が
家
に
帰
っ
て
か
ら

も
「
し
も
ぐ
ち
！　

し
も
ぐ

ち
！
」
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の

一
節
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

庄
司
さ
ん　
み
ん
な
が
自

主
的
に
工
夫
を
し
、
子
ど
も
も
し
っ
か
り

歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
分
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て
い
い
合

唱
に
な
り
ま
し
た
。
年
配
の
方
か
ら
楽
し
い

２
週
間
だ
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
感
激

し
ま
し
た
。世
代
を
超
え
て
、一
つ
の
ス
テ
ー

ジ
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

「
議
会
ひ
え
づ
」
を

読
ん
で
い
た
だ
い
て
ま
す
か

米
原
さ
ん　
「
議
会
ひ
え
づ
」
は
読
ん
で

い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
見
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

知
ら
な
い
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

霍
田
さ
ん　
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
や
下

口
以
外
の
所
で
何
が
あ
っ
た
の
か
確
認
す
る

た
め
、
村
報
も
含
め
読
ん
で
い
ま
す
。

　

ひ
え
づ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
て
い
な
い
の
で
、

貴
重
な
情
報
源
で
す
。

議
会
や
村
に
要
望
は
？

米
原
さ
ん　
う
ち
の
近
く
に
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
て
、
い
つ
も
遊
ん
で
い
ま

す
。山

形
さ
ん　
下
口
の
公
民
館
の
庭
は
少
し

湿
っ
ぽ
い
の
で
…
何
と
か
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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▲色々な世代が仲良くなりました

地域地域をを
TEAM下口合唱隊の

村民インタビュー

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
日
吉
津
村
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
」
と

の
み
な
さ
ん
の
期
待
に
添
え
る
よ
う
に
議

会
も
頑
張
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
盛
り
上
が

り
そ
う
な
来
年
の
出
し
物
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

村民

インタビュ
ー

村民

インタビュ
ー
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ぎかい懇談会

55億億9,5709,570万円万円

1,5991,599万円万円

1,7021,702万円万円

990990万円万円

2,0232,023万円万円

11億億1,1691,169万円万円

11億億5,0805,080万円万円

４～５月　事業者選定
６～３月　設計、工事
令和９年４月運営開始（予定）

子育て交流拠点施設整備

６か月から３歳
未満で未就園の
子ども。上限は
月に10時間

竣工後32年
経過、安全
面を考え、
建て替えを
検討

・ 社会福祉協議会、デイサービスセ
ンター指定管理事業者（ライオン
ハート）と連携する。「まくれん
カラダ体操」の実施など、体づく
りにつながる活動を行う

・ 委託事業商品の共同開発、広告・
宣伝。HPによる魅力発信

・ イチジク栽培のための研修

海浜運動公園（第２期）整備

給食無償化

こども誰でも通園制度

元気もりもりハウス設計委託

介護予防・地域支えあいサポート拠点事業

観光漁業センター修理など

新たな産業づくり

議会ひえづNo.186　令和８年５月１日　発行 4

定例会定例会
３３月月

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
は
︑
３
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
17
日
間
開
催

し
ま
し
た
︒
一
般
会
計
な
ど
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
や
令
和
７
年
度

補
正
予
算
な
ど
︑
14
議
案
と
発
議
１
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
︒

子育子育てて交流交流 施設施設のの整備整備にに重点！重点！
一般会計予算は約37 億円 前年度費10.5％の増

当初予算

● 一般会計
37億26万円

● 国民健康保険事業
　 勘定特別会計

4億1,125万円
● 後期高齢者医療特別会計

8,366万円
● 下水道事業会計
　 収益的支出 1億8,477万円
　 資本的支出 4,478万円

令和８年度当初予算



議会ひえづNo.186　令和８年５月１日　発行5

ぎかい懇談会

︻
総
務
課
︼

・ 

総
合
計
画
の
見
直
し
は
、
村
民
参
画

を
徹
底
し
、
具
体
的
な
施
策
を
。

・ 

ふ
る
さ
と
納
税
使
途
の
決
定
に
、
村

民
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
聞
く
場
を
。

・ 

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
村
民

に
も
学
習
の
場
を
。

・ 「
日
吉
津
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト

地
域
事
業
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
村

民
へ
の
周
知
を
。

︻
福
祉
保
健
課
︼

・ 

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営
変
更
に
よ

る
高
齢
者
の
不
安
や
戸
惑
い
に
対
し
、

丁
寧
な
情
報
発
信
に
努
め
ら
れ
た
い
。

︻
教
育
委
員
会
︼

・ 

放
課
後
の
地
域
ク
ラ
ブ
を
支
援
さ
れ

た
い
。

︻
住
民
課
︼

・ 「
環
境
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
は
、
村
民

に
よ
る
実
行
委
員
会
で
協
議
し
、
よ

り
充
実
し
た
事
業
と
さ
れ
た
い
。

︻
建
設
産
業
課
︼

・ 

農
業
委
員
が
人
数
削
減
と
な
っ
て
も
、

そ
の
責
任
・
役
割
の
重
要
さ
は
変
わ

ら
な
い
。
中
立
委
員
や
女
性
・
若
年

層
の
委
員
を
確
保
さ
れ
た
い
。

予
算
審
査
に
お
け
る
付
帯
意
見

︵
一
部
抜
粋
︶
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令和８年度一般会計予算

令和８年度国民健康保険事業勘定特別会計予算

令和８年度後期高齢者医療特別会計

江田 加代 議員
※子育て支援は一般会計で対応すべき。

江田 加代 議員
※子育て支援金のために、国保を使うべきではない。

江田 加代 議員
※ 子ども・子育て支援金が、全額上乗せされており

反対である。

加藤 　修 議員
※新規・継続事業ともに細部まで配慮されている。

長谷川 康弘 議員
※ 全世代で子育て支援すべき。国の制度であり、地

方公共団体が導入しないことは考えられない。

前田 　昇 議員
※ 所得のある高齢者には応分の負担をいただきたい。

議案第17号

議案第18号

議案第19号

賛成

賛成

賛成

反対

反対

反対

討
　
　
　
論

討
　
　
　
論

反対：江田

反対：江田

反対：江田

子育子育てて交流交流 施設施設のの整備整備にに重点！重点！
一般会計予算は約37 億円 前年度費10.5％の増

採採  

決決

採採  

決決

採採  

決決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

当初予算

海浜運動公
園

　　（第２期）

リニュー
アル



《
地
方
創
生
応
援
寄
付
金
》

QQ
　

１
６
０
万
円
減
額
は
。

A
　

企
業
版
の
ふ
る
さ
と
納

税
が
当
初
予
算
よ
り
減
額

と
な
る
。

〔
主
な
条
例
改
正
〕

【
村
督
促
手
数
料
の
廃
止
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
】

　

村
税
な
ど
の
督
促
手
数
料
の
廃

止
。

【
村
特
別
職
の
給
与
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
】

　

期
末
手
当
支
給
率
の
引
き
上
げ

に
よ
る
改
正
（
年
間
３
・
45
月
か

ら
３
・
50
月
に
引
き
上
げ
る
）。

【
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
】

　

国
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
・
通
勤
手

当
を
改
正
。

【
村
国
民
健
康
保
険
税
の
条
例
の

一
部
改
正
】

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金

が
保
険
料
に
上
乗
せ
さ
れ
る
。

QQ
　

上
乗
せ
さ
れ
る
期
間
は

い
つ
ま
で
か
、
一
人
当
た

り
い
く
ら
か
？

A
　

今
後
も
引
き
続
き
行
わ

れ
る
。
試
算
と
し
て
、
一

人
当
た
り
３
０
０
円
程
度
の
負
担

で
あ
る
。

【
村
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

　

農
業
委
員
の
定
数
を
10
名
か
ら

８
名
に
削
減
す
る
。

QQ
　

農
業
委
員
の
役
割
は
。

A
　

農
地
利
用
の
集
積
や
遊

休
農
地
の
解
消
、
新
規
就

農
の
促
進
で
あ
る
。

歳
　
出

《
35
人
学
級
加
配
教
員
の
協
力
金
》

QQ
　

５
０
０
万
円
減
額
の
経

緯
は
。

A
　

想
定
し
て
い
た
児
童
数

を
上
回
っ
た
た
め
、
村
の

負
担
が
減
額
と
な
っ
た
。

《
ま
く
れ
ん
カ
ラ
ダ
体
操
整
備
委

託
料
》

QQ
　

内
容
説
明
を
。

A
　

「
ま
く
れ
ん
カ
ラ
ダ
体

操
」
を
各
自
治
会
単
位
で

行
う
た
め
の
備
品
等
の
整
備
。

歳
　
入

《
村
民
税
》

QQ
　

個
人
村
民
税
１
７
０
０

万
円
及
び
法
人
村
民
税
９

０
６
９
万
円
増
額
の
説
明
を
。

A
　

個
人
村
民
税
は
前
年
度

が
計
画
減
税
の
た
め
当
初

少
な
め
に
見
込
ん
で
い
た
。
法
人

税
割
に
つ
い
て
は
企
業
収
益
の
増

加
に
伴
い
増
収
と
な
っ
た
。

一般会計補正予算一般会計補正予算（第（第1010回）回）
１１億億395395万円万円増額増額
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補正予算・条例改正

可決可決

補正予算額（令和７年度）
● 一般会計（第10回）・・・・・・・・・・・・・・103,957千円 増
● 国民健康保険事業勘定特別会計・ ・・・・・・・・ 23千円 増
   （第３回）

● 後期高齢者医療特別会計・・・・・・・・・・・・4,196千円 増
   （第２回）

● 下水道事業会計・・・・・・・・・・・・・・・収益的支出 753千円 増
   （第３回）

令和７年度

▲まくれんカラダ体操

▲ひえづの子どもたち



QQ
　

農
業
委
員
定
数
を

８
人
に
す
る
経
過
は
。

A
　

他
の
自
治
体
と
比

較
し
一
人
当
た
り
の

所
管
す
る
面
積
が
⅓
程
度
で

８
人
で
も
支
障
が
な
い
と
総

会
で
承
認
さ
れ
た
。

QQ
　

現
在
の
農
業
委
員

10
人
の
枠
組
み
は
。

A
　

箕
蚊
屋
土
地
改
良

区
１
人
、
実
行
組
合

５
人
、
認
定
農
業
者
３
人
、

中
立
的
な
方
１
人
で
あ
る
。

QQ
　

専
門
的
な
知
識
を

有
す
る
農
業
委
員
を

選
任
を
す
る
考
え
は
。

A
　

活
動
成
果
を
上
げ

る
よ
う
研
修
や
意
見

交
換
を
行
い
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
行
っ
て
い
る
。

【
村
森
林
等
火
入
れ
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
】　

　

林
野
の
火
災
注
意
報
と
警

報
を
追
加
。

〔
議
員
発
議
〕

【
村
議
会
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
】

　

村
長
ほ
か
に
準
じ
、
村
議

会
の
議
員
の
期
末
手
当
の
支

給
月
数
に
つ
い
て
も
引
き
上

げ
る
も
の
。

第１回臨時会第１回臨時会（１月28日〜２月５日）（１月28日〜２月５日）

米子市日吉津村中学校組合立米子市日吉津村中学校組合立からから米子市立箕蚊屋中学校米子市立箕蚊屋中学校へへ
● 議案第３号 米子市日吉津村中学校組合規約を変更する協議について
● 議案第４号 米子市日吉津村中学校組合の解散に関する協議について
● 議案第５号 米子市日吉津村中学校組合の解散に伴う財産処分に関する協議について
● 議案第６号 米子市と日吉津村との学齢生徒の教育事務の委託に関する規約を定める協議について

１月28日
「米子市日吉津村中学校組合の議案に関する特別委員
会の設置と付託を求める動議」（提出者：前田・石原）
　　　　�提案説明：�より深く検討し、更なる慎重審議を

するため。
　　　　　採決　
　　　　　賛成５（前田・石原・河中・橋井・江田）
　 　　　反対４（加藤・松田・長谷川・斉田）
　　⬇ 　（賛成多数）動議可決
２月２日　�米子市日吉津村中学校組合の議案に関する特別

委員会
　　　 　 賛成多数
　　⬇　
２月５日

本
会
議
採
決

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

賛成７（加藤・松田・長谷川・斉田・前田・石原・河中）
反対２（橋井・江田）
賛成６（加藤・松田・長谷川・斉田・石原・河中）
反対３（前田・橋井・江田）
賛成６（加藤・松田・長谷川・斉田・石原・河中）
反対３（前田・橋井・江田）
全会一致　賛成

➡
原
案
可
決
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討
　
論

動　　　議
反対（松田議員）：３回の住民説明会を開催し
たので本臨時会で結論を出せばよい。
賛成（河中議員）：昨年11月末に初めて提案され、
あまりにも唐突である。

討
　
　
　
論

議案第３号
反対（江田議員）：議案提出は突然で村民への
情報提供がなされていない。
賛成（松田議員）：米子市の提案は日吉津村の
中学生への教育環境は変わらない。

議案第４号
反対（前田議員）：議員説明を受けたのは10月
下旬。時間をかけて慎重審議を行うべき。
賛成（長谷川議員）：日吉津村立中学校の単独
設立は不可能。米子市委託はやむを得ない。

臨時会

▲課題の遊休地



組
合
立
箕
蚊
屋
中
学
校

　

箕
蚊
屋
中
学
校
（
旧
第
２
中
）
は
、

旧
巌
村
・
春
日
村
そ
し
て
日
吉
津
村
の

共
同
に
よ
る
中
学
校
と
し
て
昭
和
22
年

開
校
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
巌
村
・
春

日
村
が
米
子
市
に
合
併
し
、
ま
た
、
伯

仙
校
区
の
箕
蚊
屋
１
中
と
合
併
し
て
、

現
在
の
箕
蚊
屋
中
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
70
年
余
り
「
米
子
市
日
吉

津
村
中
学
校
組
合
立
箕
蚊
屋
中
学
校
」

（
米
子
市
教
委
事
務
局
）
と
し
て
管
理

運
営
し
て
き
ま
し
た
。

「
米
子
市
委
託
」の
提
案

　

昨
年
11
月
米
子
市
か
ら
、
中
学
校
組

合
は
、
事
務
的
な
手
続
き
も
煩
雑
な
こ

と
か
ら
、「
米
子
市
へ
の
委
託
方
式
」

へ
移
行
し
た
い
、
と
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

　

変
わ
る
の
は
、
校
名
か
ら
「
米
子
市

日
吉
津
村
中
学
校
組
合
」
が
削
除
さ
れ
、

米
子
市
立
箕
蚊
屋
中
学
校
と
な
る
だ
け

で
、
そ
の
中
学
校
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
と
い
う

説
明
で
し
た
。

村
民
へ
の
説
明
会
開
催

　

こ
れ
を
受
け
て
、
村
は
、
３
回
に
わ

た
り
村
民
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
組
合
立
で
な
く

な
れ
ば
、
校
名
か
ら
日
吉
津
村
が
な
く

な
る
」「
昨
年
11
月
の
提
案
で
、
翌
年

４
月
か
ら
、
と
い
う
の
は
拙
速
だ
」「
今

後
は
米
子
市
の
意
向
の
み
で
学
校
運
営

が
な
さ
れ
る
の
で
は
」「
中
学
生
に
対

す
る
村
と
し
て
の
対
応
は
ど
う
な
る
」

な
ど
、
疑
問
視
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
村
か
ら
は
、「
市
長
・
村
長

が
出
席
す
る
米
子
市
と
の
協
議
会
を
設

置
す
る
な

ど
、
日
吉

津
村
と
し

て
の
意
向

は
反
映
で

き
る
」
と

説
明
し
ま

し
た
。

村
臨
時
議
会
に
提
案

　

今
年
４
月
に
移
行
す
る
た
め
に
、
１

月
28
日
に
臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
、
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
「
特
別
委
員

会
設
置
の
動
議
」
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
の
結
果
、
臨
時
議
会
を
会
期
延
長

し
て
委
員
会
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

米
子
市
議
会
に
お
い
て
は
、
仮
に
本

村
が
議
決
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

米
子
市
と
し
て
中
学
校
組
合
か
ら
脱
退

を
す
る
（
法
令
に
よ
り
３
年
後
に
は
解

消
と
す
る
）
方
針
だ
と
説
明
を
受
け
、

中
学
生
を
不
安
に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
議
案
へ
の
賛
成

が
多
数
と
な
り
ま
し
た
。

本
議
会
議
案
可
決

　

本
議
会
で
も
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

米
子
市
と
の
協
議
に
向
け
て
「
附
帯

決
議
の
提
案
（
前
田
）」
が
さ
れ
ま
し

た
が
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

◇�

日
吉
津
村
の
中
学
生
が
、
ま
す
ま
す

楽
し
く
通
う
箕
蚊
屋
中
学
校
と
な
る

よ
う
、
関
心
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。

中学校組合を解散し、米子市委託に
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中学生に、中学生に、
変わらぬ教育環境を変わらぬ教育環境を

臨時議会で「特別委員会」を設置して検討しました

特別委員会

▲市立箕蚊屋中学校の閉校式

もっと
知りたい
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　日吉津村議会では、多様な村民のご意見
をいただくために、令和６年から「議会モ
ニター制度」を設けています。７年度は４
回開催しました。皆さんの「日吉津をもっ
と良くしたい」という熱い思いが感じられ
る会議になりました。

その他、議会だよりや議会運営などについての意見も紹介します
　よかった記事では、多くの方が村民インタビュー、次に一般質問と答えてくださいました。その他、
議会懇談会の様子、追跡ページなどにも関心を持っていただきました。
【その他】
　● カラーページが増えると良い。
　● 一般質問の時、議員以外の人が質問できるようにしてみたら。
　● モニター会議の目的を明確にすると良い。

議会モニター会議の報告議会モニター会議の報告

日吉津をもっと良くしたい日吉津をもっと良くしたい！！

次回のモニター会議は

５月16日（土）10時から
あなたも見学してみませんか

詳しくは
議会事務局（27-5957）まで

　第１回（７月５日）は、村や議会のことなど
興味を持っていることを紹介しあいました。
　第２回（８月23日）は、「日吉津の良いところ」
を２グループに分かれて出し合いました。

【良いところ】
　●  利便性

　　・交通の便　　・商店、病院が近い
　●  人とのつながり

　　・ご近所、自治会　　・ママ友、パパ友
　●  役場

　・身近である

　第３回（11月13日）、第４回（２月14日）では、
「日吉津の良いところ」に加え、「こうしたら良
くなる」というアイデアを全員で話し合いまし
た。

● �日吉津村の目指す方向を決めることが必
要。ヴィジョンを明確に。

● �村に残ってくれる子どもたちこそ重要な
人材である。大事にしたい。

● �体験が大切。子ども同士で学べる場にも
なる。お金を使う以外の遊びや体験を。

● �自分たちの意見から、実現できたという
体験を。こども議会などの設置はできな
いか。

● 免許返納後の移動手段について研究を。
● �伯耆大山駅からイオンまで歩く子どもた

ちの交通手段は。
● 子どもたちの立ち寄る居場所ができないか。

▲子どものことなどに意見多数

議会モニター会議

▲ワークショップで意見交換
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【考察】
　海浜運動公園は、管理棟の老朽化やテニスコートなど、
十分な管理がなされていなかった。このたびの再整備によ
り、利用者の増を願うが、不要と思われる工事か所やリニュー
アル後のPR不足等委員からの指摘があった。
　また、旧うなばら荘についても現状を見る限り、改修スケ
ジュールで進ちょくするのか疑問がある。
　海浜運動公園再整備事業は大きな予算を投入した事業で
あり、今後の利用状況や第２期工事を注視していきたい。

【考察】
　兵庫県小野市では、スマホやタブレットの子どもに与える
影響を保護者と一緒に周知させながら、GIGAスクールに取
り組んでいた。
　現在の情報過多の中で、子どもたちの社会的被害が発生
する危険性も潜んでいる。
　タブレット導入で、わからないと感じたらすぐこれを使って
調べるという流れは、「考える」過程が希薄になるとも言わ
れている。
　本村でも「教えて考えさせる」授業を基本に、独自の
GIGAスクールを確立させたい。

総務経済常任委員会への付託案件
「政府に所得補償（直接支払い）制度の実現を求める請願書」

【請 願 者】鳥取県農民運動連合会　会長　雑賀 敏之
【紹介議員】江田 加代　　 　　　　　　　　　　

反対討論  斉田 光門 議員
本請願はコメだけでなく、野菜、果樹、
畜産等も含まれており、全てに所得補
償制度が必要となる。

賛成討論  江田 加代 議員
政権が変わったこともあり、国に意見
書を上げ、所得補償を実現させるべき
である。

請 願
第１号

本会議結果

趣旨採択趣旨採択
賛成  
江田

反対  
斉田、石原、長谷川、前田、
河中、松田、加藤、橋井

全会一致 賛成少数

総務経済常任委員会総務経済常任委員会

教育民生常任委員会教育民生常任委員会

●調査地：海浜運動公園、旧うなばら荘
●調査日：令和８年２月４日

●調査地：日吉津小学校
●調査日：令和８年１月23日

変ぼうするキャンプ場

GIGAスクールの課題は

常任委員会報告

常任委員会の活動常任委員会の活動
 閉会中 調査報告 閉会中 調査報告

▲工事中のビジターセンター

▲タブレットを使った授業

委員長報告

不採択不採択
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村
政
を

村
政
を

村
政
を
問
う
問
う

①①��

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の
詳
細
は

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の
詳
細
は

②②��

海
浜
運
動
公
園
再
整
備
の

海
浜
運
動
公
園
再
整
備
の

　
進
ち
ょ
く
は

　
進
ち
ょ
く
は

斉さ
い
田た

　
光て
る
門ゆ
き 

議
員

①①��

福
祉
避
難
所
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は

福
祉
避
難
所
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は

②②��

行
政
懇
談
会
の
開
催
時
期
の
見
直
し
を

行
政
懇
談
会
の
開
催
時
期
の
見
直
し
を

江江ええ

田田だだ

　　
加加かか

代代よよ  

議
員
議
員

①①��

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の
概
要
を

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の
概
要
を

②②��

男
女
共
同
参
画
の
各
課
施
策
は

男
女
共
同
参
画
の
各
課
施
策
は

前ま
え
田た

　
　
昇の
ぼ
る 

議
員

①①��

教
職
員
の
超
過
勤
務
の
縮
減
は

教
職
員
の
超
過
勤
務
の
縮
減
は

進
ん
だ
か

進
ん
だ
か

石石い
し
い
し

原原は
ら
は
ら

　　
浩浩ひ
ろ
ひ
ろ

明明あ
き
あ
き  

議
員
議
員

①①��

海
浜
運
動
公
園
再
整
備
の

海
浜
運
動
公
園
再
整
備
の

　
進
ち
ょ
く
は

　
進
ち
ょ
く
は

②②��

新
設
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
場
は

新
設
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
場
は

長は

谷せ

川が
わ

康や
す
弘ひ
ろ 

議
員

①
住
民
自
治
と
村
づ
く
り
と
は

①
住
民
自
治
と
村
づ
く
り
と
は

②②��

村
づ
く
り
公
社
が
果
た
す
役
割
と
は

村
づ
く
り
公
社
が
果
た
す
役
割
と
は

河か
わ
中な
か

　
博ひ
ろ
子こ 

議
員

P.12

P.14

P.16

P.13

P.15

P.17

今回の一般質問
　村の行政施策などについて、説明や見解を求めたり、議員の提案を行う場です。
３月定例議会では、３月３日が一般質問にあてられ、６人の議員が登壇しました。

※�松田悦郎議員も「教育無償化の取り組みは」「火災報知機購入補助金を」について質問する予定で
したが、当日欠席したため、質問はしていません。

私私ははここここにに注目注目



QQ
　

①
公
社
内
部
の
組
織
構
成
は

（
役
場
職
員
の
関
わ
り
な
ど
）。

②
公
社
と
ひ
え
づ
物
産
と
の
関
係
は
。

③
新
鮮
市
場
の
新
店
舗
の
詳
細
及
び
販
売

内
容
は
。

④
工
事
費
な
ど
経
費
負
担
は
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
う
の
か
。

A
村　
長

　

①
㈱
ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の

役
員
は
代
表
取
締
役
三
鴨
真
樹
、
取
締
役

中
田
達
彦
村
長
、
浅
野
真
澄
、
監
査
役
小

原
義
人
副
村
長
。「
ひ
え
づ
マ
ル
シ
ェ
」

は
店
長
・
パ
ー
ト
計
3
名
、
海
浜
運
動
公

園
は
5
名
を
雇
用
予
定
。

②
ひ
え
づ
物
産
が
管
理
す
る
新
鮮
市
場
内

の
店
舗
と
し
て
賃
貸
関
係
に
あ
る
。

③
ひ
え
づ
マ
ル
シ
ェ
は
地
元
の
新
た
な
物

品
販
売
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
販
売

を
行
う
。

④
国
の
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、
村

か
ら
公
社
へ
４
５
８
５
万
円
（
設
計
、
工

事
費
、
備
品
費
な
ど
）
を
補
助
し
、
今
後

は
公
社
が
店
舗
運
営
を
す
る
。

海
浜
運
動
公
園
再
整
備
の
進
ち
ょ
く
は

村
長　

第
１
期
工
事
４
月
オ
ー
プ
ン　

　
　
　

第
２
期
工
事
６
月
着
工
予
定

QQ
　

①
第
1
期
工
事
オ
ー
プ
ン
後
、

各
施
設
の
利
用
率
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

②
ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
が
指
定
管
理
と

な
っ
た
経
緯
は
。

③
第
２
期
工
事
の
予
算
総
額
は
。

④
設
計
、
施
工
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
決

定
す
る
の
か
。

⑤
子
育
て
交
流
拠
点
施
設
の
完
成
図
公
表

は
。A

村　
長

　

①
第
１
期
工
事
は
３
月
中
に
完

成
す
る
。
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
は
季
節
の

変
動
を
含
め
一
般
的
に
は
稼
働
率
50
％
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
は
稼
働
率
20
％
か
ら
積

算
し
て
２
０
０
～
２
３
０
万
円
の
売
り
上

げ
を
見
込
ん
で
い
る
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
前

年
同
様
約
２
５
０
万
円
、
新
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
は
2
割
程
度
減
少
で
１
２
０
万
円
の

売
り
上
げ
を
見
込
む
。

②
指
定
管
理
者
選
考
委
員
会
の
審
査
で
応

募
者
は
最
低
基
準
点
を
満
た
さ
ず
、
不
選

定
と
な
っ
た
。

　

村
づ
く
り
公
社
か
ら
事
業
提
案
が
あ
り
、

地
域
の
賑
わ
い
と
活
力
を
も
た
ら
す
と
期

待
し
た
。
運
営
体
系
も
防
災
や
救
急
な
ど

の
知
識
の
あ
る
方
を
配
置
さ
れ
、
安
全
な

施
設
運
営
が
期
待
で
き
る
と
し
、
選
定
委

員
会
か
ら
も
了
承
さ
れ
た
。

③
第
２
期
工
事
の
予
算
総
額
は
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
約
５
・
８
億
円
で
あ
る
。

　

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
屋
根
付
き
広
場
と
子

ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
遊
具
を
は
じ
め
、
ト

イ
レ
や
休
憩
所
、
大
山
を
望
む
展
望
空
間

を
整
備
す
る
。

④
設
計
施
工
方
法
は
、
第
１
期
工
事
と
同

様
に
５
月
に
優
先
交
渉
権
者
の
決
定
と
基

本
契
約
を
し
、
５
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

設
計
及
び
工
事
完
成
を
目
指
す
。

⑤
完
成
図
は
イ
メ
ー
ジ
図
や
設
計
図
面
を

６
月
～
７
月
頃
に
公
表
予
定
と
し
、
住
民

説
明
会
を
開
催
す
る
。
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斉田光門 議員斉田光門 議員

村
長
　
新
鮮
市
場
に
ひ
え
づ
マ
ル
シ
ェ
が

オ
ー
プ
ン

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の
詳
細
は

▲�３月14日オープンした「ひえづ
マルシェ」

一般質問

▲リニューアルした海浜運動公園



QQ
　

深
刻
化
す
る
教
員
不
足
へ
の
対

応
や
、
長
時
間
労
働
が
問
題
視
さ

れ
て
き
た
。
学
校
現
場
の
「
働
き
方
改
革
」

を
加
速
さ
せ
、
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
令
和
７
年
６
月
に
い

わ
ゆ
る
「
給
特
法
」
が
改
正
さ
れ
た
。
４

月
か
ら
の
施
行
に
向
け
て
、
村
や
教
育
委

員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

A
教
育
長

　

業
務
量
管
理
・
健
康
確
保
措
置

実
施
計
画
の
策
定
と
公
表
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
計
画
の
実
施
状
況
を

「
総
合
教
育
会
議
」
に
報
告

し
、
外
部
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
い
。

　

今
年
度
最
後
の
学
校
運
営

協
議
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
内
容
を
明
記
す
る
よ
う
調

整
し
て
い
る
。

QQ
　

日
吉
津
小
学
校
の

教
員
は
勤
務
時
間
内

に
翌
日
の
授
業
準
備
を
す
る

時
間
が
取
れ
て
い
る
か
。

A
教
育
長

　

勤
務
時
間
終
了
ま

で
１
時
間
足
ら
ず
の
日
も
あ

り
、
授
業
準
備
を
す
る
時
間

が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。

　

日
吉
津
小
学
校
で
は
、
一

部
教
科
担
任
制
や
専
科
指
導

な
ど
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

１
日
１
時
間
は
空
き
時
間
が

確
保
で
き
る
よ
う
に
調
整
し

て
い
る
。

　

８
年
度
か
ら
は
生
活
時
程
を
週
１
コ
マ

減
ら
し
、
放
課
後
の
時
間
を
確
保
し
て
い

く
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

QQ
　

時
間
外
在
校
時
間
は
減
っ
て
き

て
い
る
か
。

A
教
育
長

　

教
職
員
の
時
間
外
在
校
時
間
は

減
少
傾
向
に
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

　

日
吉
津
小
学
校
で
は
、
管
理
職
が
先
生

方
に
呼
び
か
け
を
続
け
、
お
互
い
に
退
勤

を
す
す
め
る
声
か
け
を
し
た
り
、
自
主
的

に
仕
事
分
担
を
行
っ
た
り
、
意
識
の
変
容

が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
ら
、
月
45
時

間
を
超
え
た
超
過
勤
務
の
回
数
は
、
減
少

し
た
月
も
見
ら
れ
る
。

　

村
で
は
、
学
習
支
援
員
の
配
置
な
ど
で
、

時
間
外
そ
の
も
の
を
物
理
的
に
減
ら
す
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

＊�

ほ
か
に
、「
キ
ャ
ン
プ
場
再
開
の
準
備

に
つ
い
て
」
も
質
問
し
ま
し
た
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石原浩明 議員石原浩明 議員

教
育
長
　
減
少
傾
向
に
は
な
い
の
が
実
状

教
職
員
の
超
過
勤
務
の
縮
減
は
進
ん
だ
か

▲先生と子どもがふれ合えるように

一般質問

▲超過勤務をなくし、楽しい授業を



QQ
　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
や

海
浜
運
動
公
園
の
指
定
管
理
を
行

う
村
づ
く
り
公
社
の
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
は

ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

A
村　
長

　

公
社
の
取
締
役
は
、
村
長
を
含

め
３
名
、
監
査
を
副
村
長
。
マ
ル
シ
ェ
の

ス
タ
ッ
フ
は
、
店
長
と
パ
ー
ト
含
め
３
名
、

海
浜
公
園
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
５
名
の
予
定

で
あ
る
。

QQ
　

村
づ
く
り
公
社
の
事
務
所
は
ど

こ
に
。
新
年
度
の
事
業
へ
の
委
託

料
は
。

A
村　
長

　

ひ
え
づ
マ
ル
シ
ェ
の
一
角
を
事

務
所
と
す
る
。
８
年
度
委
託
料
は
、
地
方

創
生
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
８
０

０
万
円
、
商
品
開
発
に
６
６
０
万
円
、

販
路
開
拓
に
６
０
０
万
円
。
海
浜
公

園
の
指
定
管
理
に
２
０
０
万
円
を
予

算
化
し
た
。

QQ
　

海
浜
公
園
の
指
定
管
理
に

つ
い
て
の
公
社
へ
の
決
定
の

経
緯
を
。

A
総
務
課
長

　

昨
年
11
月
、
募
集
要
項
を

発
表
し
、
応
募
の
あ
っ
た
１
者
を
12

月
に
審
査
し
た
が
、
不
採
用
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
村
づ
く
り
公
社
よ
り

事
業
提
案
が
あ
り
、
そ
の
内
容
を
審

査
会
委
員
に
個
別
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
妥
当
だ
と
判
断
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
１
月
の
臨
時
議
会
に
て

承
認
い
た
だ
い
た
。

QQ
　

公
社
の
実
績
や
提
案
内
容
に
つ

い
て
ど
う
評
価
し
た
か
、
審
査
会

に
よ
る
採
点
は
い
か
に
。
早
急
に
開
催
し

て
事
業
へ
の
期
待
も
含
め
、
審
議
い
た
だ

く
べ
き
で
は
。

A
総
務
課
長

　

審
査
会
で
の
採
点
は
行
っ
て
な

い
が
、
提
案
内
容
は
適
切
だ
と
判
断
を
い

た
だ
い
た
。

男
女
共
同
参
画
の
各
課
施
策
は

村
長　

�

基
盤
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
に

向
け
て
各
課
で
取
り
組
む

QQ
　

取
り
組
み
が
停
滞
し
て
い
た
男

女
共
同
参
画
の
見
直
し
は
い
か
に
。

A
村　
長

　

今
年
１
月
に
審
議
会
を
開
催
し

検
討
い
た
だ
い
た
。
審
議
会
か
ら
は
、「
実

施
計
画
の
実
効
性
を
十
分
確
保
す
る
」「
実

施
計
画
に
お
け
る
評
価
を
行
い
、
見
直
し

に
反
映
さ
せ
る
」
な
ど
の
付
帯
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
取
り
組

ん
で
い
く
。

QQ
　

現
在
中
間
見
直
し
中
の
総
合
計

画
と
の
整
合
性
は
い
か
に
。
ま
た

防
災
計
画
や
災
害
時
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
な
ど
に
お
い
て
、
女
性
の
視
点
が
必

要
だ
と
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
が
、
い

か
に
。

A
村　
長

　

総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
人
権

尊
重
の
項
目
に
男
女
が
互
い
の
人
権
を
認

め
て
、
と
も
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
防
災
計
画
の
見

直
し
も
予
定
し
て
い
る
の
で
、
指
摘
の
内

容
に
つ
い
て
も
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
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前田　昇 議員前田　昇 議員

村
長
　「
ひ
え
づ
マ
ル
シ
ェ
」や

海
浜
運
動
公
園
の
運
営
を
行
う

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
の
概
要
を

▲リニューアルしたビジターセンター

一般質問

▲�男女共同参画は村づくりの
重要課題



QQ
　

村
の
自
治
基
本
条
例
に
あ
る
村

民
主
役
の
村
づ
く
り
が
で
き
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

A
村　
長

　

村
民
が
村
づ
く
り
の
主
役
で
あ

る
こ
と
を
深
く
認
識
し
な
が
ら
、
村
の
最

高
規
範
で
あ
る
自
治
基
本
条
例
を
最
大
限

に
尊
重
し
、
村
と
し
て
の
役
割
と
責
務
を

担
っ
て
い
く
。

　

住
民
の
皆
様
に
い
か
に
参
画
し
て
い
た

だ
け
る
か
、
村
民
の
皆
様
の
力
を
い
か
に

引
き
出
し
て
い
く
か
を
、
真
摯
に
考
え
な

が
ら
取
り
組
む
。

QQ
　

重
要
な
決
断
の
際
に
は
村
民
の

意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
る
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
い
ざ
と
な
る
と
、
村
民

は
蚊
帳
の
外
的
な
執
行
が

見
え
る
。
こ
れ
は
条
例
違

反
で
は
な
い
か
。

A
村　
長

　

箕
蚊
屋
中
学
校

の
組
織
を
解
体
す
る
件
に

つ
い
て
は
、
短
い
期
間
で

の
決
定
と
な
り
、
村
民
に

対
し
て
、
情
報
提
供
と
か

議
論
の
時
間
が
十
分
あ
っ

た
か
と
問
わ
れ
る
と
、
そ

う
で
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

　

今
後
は
ま
ず
住
民
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
を
し
て
参
画

を
し
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に

協
議
い
た
だ
く
場
を
で
き
る

だ
け
多
く
作
っ
て
い
き
た
い

と
、
今
回
の
反
省
も
含
め
て

考
え
て
い
る
。

村
づ
く
り
公
社
が
果
た
す
役
割
と
は

村
長　

ま
だ
十
分
周
知
で
き
て
い
な
い

QQ
　

村
づ
く
り
公
社
の
実
態
を
村
民

は
周
知
し
て
い
る
か
。

A
村　
長

　

公
社
に
つ
い
て
は
昨
年
５
月
に

設
立
し
た
と
こ
ろ
で
、
村
民
の
皆
様
へ
の

周
知
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。

　

ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
設
置
目
的
の
一

つ
に
、
地
域
特
産
品
の
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド

化
、
農
業
振
興
等
が
あ
る
。

　

今
後
は
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
村

の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
の
魅
力
発
信
を
す

る
予
定
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
や
機
会

を
捉
え
て
、
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

QQ
　

イ
チ
ジ
ク
栽
培
に
力
を
入
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
村
の
特
産
品
と

な
り
得
る
か
。

A
村　
長

　

農
業
者
の
方
か
ら
は
イ
チ
ジ
ク

生
産
に
対
す
る
意
欲
は
あ
る
も
の
の
、
経

験
が
な
く
す
ぐ
に
は
難
し
い
と
い
う
意
見

が
多
い
が
、
既
に
栽
培
し
て
お
ら
れ
る
方

か
ら
栽
培
技
術
を
学
べ
る
場
を
継
続
す
る

な
ど
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。
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河中博子 議員河中博子 議員

村
長
　
村
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す

住
民
自
治
と
村
づ
く
り
と
は

▲イチジク栽培が村を代表する特産品になるか

一般質問

▲改めて自治基本条例を見直そう



QQ
　

村
は
２
０
１
５
年
、
災
害
時
に

一
般
の
避
難
所
で
は
生
活
が
困
難

な
方
の
た
め
に
、
日
吉
津
村
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
日
吉
津
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

福
祉
避
難
所
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

A
村　
長

　

福
祉
避
難
所
は
、
一
般
の
避
難

所
で
生
活
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
が
あ
る
要
配
慮
者
で
、
介
護
施

設
や
医
療
機
関
等
に
入
所
・
入
院
を
さ
れ

て
い
な
い
方
に
対
し
、
日
常
生
活
上
の
相

談
や
介
助
の
支
援
が
で
き
る
体
制
が
整
っ

た
避
難
所
で
あ
る
。

　

こ
の
避
難
所
は
最
初
の
避

難
所
で
は
な
く
、
一
般
の
避

難
所
や
緊
急
避
難
所
に
避
難

さ
れ
た
後
に
必
要
に
応
じ
て

開
設
す
る
二
次
的
な
避
難
場

所
で
あ
る
。

　

本
村
で
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
協
定
書
を
締
結
し

「
福
祉
避
難
所
開
設
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
い

る
。
２
０
２
２
年
に
は
鳥
取

大
学
と
連
携
し
て
、
初
動
か

ら
避
難
所
開
設
、
受
け
入
れ

ま
で
の
基
本
的
な
動
き
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
確
認
し

た
。昨
年
10
月
に
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
主
体

が
新
た
な
事
業
者
に
代
わ
っ

た
が
、
協
力
す
る
と
の
回
答

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。
今

後
の
課
題
は
、
収
容
可
能
人

数
と
村
内
の
要
配
慮
者
の
人
数
に
よ
っ
て

は
、
村
内
に
あ
る
他
の
福
祉
施
設
を
福
祉

避
難
所
に
指
定
す
る
こ
と
や
、
災
害
発
生

時
に
、
県
を
通
じ
て
、
職
員
派
遣
等
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

行
政
懇
談
会
の
開
催
時
期
の
見
直
し
を

村
長　

自
治
連
合
会
で
調
整
し
て
い
る

QQ
　

恒
例
の
村
主
催
の
行
政
懇
談
会

は
、
予
算
編
成
終
了
後
で
は
な
く
、

予
算
編
成
に
住
民
の
声
が
活
か
さ
れ
る
よ

う
、
編
成
以
前
に
開
催
を
。

A
村　
長

　

開
催
時
期
だ
が
、
予
算
編
成
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
念
頭
に
、
年
明
け
の
自

治
連
合
会
で
相
談
、
開
催
日
程
の
調
整
を

し
、
６
月
議
会
終
了
後
に
懇
談
会
を
開
催

し
て
い
る
。
懇
談
会
で
の
要
望
等
は
、
翌

年
度
の
予
算
に
つ
な
げ
る
よ
う
検
討
し
て

い
る
。
緊
急
な
課
題
は
、
こ
の
会
を
待
た

ず
対
応
し
た
い
の
で
相
談
い
た
だ
き
た
い
。
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村
長
　
指
定
管
理
者
と
協
議
を
す
す
め
る

福
祉
避
難
所
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は

一般質問

▲住民こそが主人公

▲�避難所用パーテーション。畳むとこんなに
コンパクトに。



QQ
　

海
浜
運
動
公
園
の
工
事
は
順
調

で
４
月
事
業
開
始
は
可
能
で
あ
る

か
。
ま
た
、
地
盤
沈
下
し
て
い
た
公
衆
ト

イ
レ
の
工
事
と
予
算
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

今
後
の
運
営
に
関
し
て
指
定
管
理
者
に

「
㈱
ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
」
が
選
定
さ

れ
た
が
、
設
立
１
年
未
満
の
会
社
に
予
測

さ
れ
る
課
題
は
な
い
か
。

A
村　
長

　

全
体
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
予

定
通
り
進
ん
で
お
り
３
月

中
の
工
事
完
了
、
４
月
か

ら
の
事
業
開
始
の
予
定
で

あ
る
。
た
だ
し
、
ス
ポ
ー

ツ
広
場
に
関
し
て
は
芝
生

の
活
着
を
待
ち
６
月
頃
の

供
用
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。

　

公
衆
ト
イ
レ
の
地
盤
沈

下
は
、
杭
を
打
っ
て
傾
き

を
調
整
し
家
上
げ
を
し
て

対
応
。
費
用
は
工
事
全
体

で
調
整
し
予
算
内
で
収

ま
っ
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
の
「
村
づ

く
り
公
社
」
は
常
駐
者
１

名
、
パ
ー
ト
１
名
、
さ
ら

に
現
在
の
管
理
人
の
方
に
も

勤
め
て
い
た
だ
く
よ
う
進
め

て
い
る
。
当
社
は
村
の
地
域

資
源
を
ど
こ
よ
り
も
熟
知
し

て
い
る
点
や
、
村
民
視
点
の

運
営
を
行
え
る
点
な
ど
他
社

に
は
な
い
強
み
を
持
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

新
設
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
場
は

村
長　

当
初
計
画
よ
り
約
２
年
遅
れ
て
い
る

QQ
　

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
令

和
14
年
度
に
稼
働
を
目
指
し
て
い

る
一
般
廃
棄
物
処
理
場
の
計
画
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
か
。

　

村
の
建
設
負
担
金
の
準
備
の
た
め
の
積

み
立
て
は
順
調
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、

負
担
金
の
増
額
の
話
は
出
て
い
な
い
か
。

A
村　
長

　

西
部
広
域
の
令
和
８
年
度
当
初

予
算
に
お
い
て
一
般
廃
棄
物
処
理
場
関
連

の
予
算
が
承
認
さ
れ
た
が
、
現
状
で
は
令

和
３
年
に
策
定
さ
れ
た
基
本
構
想
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
か
ら
は
約
２
年
遅
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

村
の
工
事
負
担
金
の
基
金
へ
の
積
み
立

て
状
況
は
、
今
回
の
３
月
補
正
予
算
で
１

６
３
７
万
円
の
積
み
増
し
を
行
い
、
１
億

４
１
６
１
万
円
と
な
り
現
在
示
さ
れ
て
い

る
積
立
額
は
完
了
と
な
る
。

　

今
後
は
西
部
広
域
か
ら
の
情
報
を
踏
ま

え
つ
つ
、
事
業
費
の
動
向
に
も
注
視
し
、

健
全
財
政
の
維
持
を
基
本
と
し
て
い
く
。
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村
長
　
工
事
は
予
定
通
り
順
調
に
進
ん
で
い
る

海
浜
運
動
公
園
再
整
備
の
進
ち
ょ
く
は

▲現在の米子市一般廃棄物処理場

一般質問

▲リニューアルされたキャンプ場



　

村
づ
く
り
公
社
の
設
立
、

海
浜
運
動
公
園
再
整
備
、
そ

し
て
箕
蚊
屋
中
学
校
の
米
子

市
委
託
と
、
矢
継
ぎ
早
に
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
は
、
人
・
物
・
金
が
必

須
の
条
件
で
す
が
、
何
よ
り

村
民
に
伝
え
、
理
解
を
得
る

こ
と
が
議
会
の
務
め
で
あ
る

と
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

花
も
時
期
に
な
れ
ば
咲
く

と
は
い
え
、
日
ご
ろ
の
手
入

れ
が
肝
要
で
す
ね
。

　
　

―
橋
井　

記
―

編
集
後
記

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

石
原　

浩
明
・
斉
田　

光
門

橋
井　

満
義
・
江
田　

加
代

前
田　
　

昇

次回の６月議会「一般質問」は、
日曜議会を開催します。
ぜひ議場におこしください。

【
表
紙
】
小
学
校
の
入
学
式

「議会ひえづ」についての
ご意見・ご感想を
お聞かせください！

　

広
報
委
員
５
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

記
事
の
編
集
方
法
や
書
体
な
ど
、
他

町
村
の
紙
面
と
比
べ
て
学
ぶ
と
こ
ろ

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
行
政
の
広
報

と
同
化
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
等
、

課
題
を
多
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

　

今
年
も
恒
例
の
美
化
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
も
と
も
と
昭
和
の
時
代
に

王
子
製
紙
の
土
地
に
議
会
の
発
案
で

植
樹
し
た
も
の
で
す
。

　

王
子
製
紙
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
村

議
会
、
村
職
員
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

年
々
桜
も
立
派
に
な
り
、
み
ご
と
な

「
ト
ン
ネ
ル
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
結
婚
式
の
前
撮
り
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
新
入
生
は
47
名
で
、
全
校

生
徒
２
５
０
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
み
ん
な
い
い
顔
を
し
て

い
ま
す
ね
。

発
行

／
鳥

取
県

日
吉

津
村

議
会

　　編
集

／
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

　
　

　
電

話
　

0859- 27-5957　FAX　0859-27-0903
印

刷
／

今
井

印
刷

株
式

会
社

議
会
ひ
え
づ
が

議
会
ひ
え
づ
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す

ご
覧
に
な
れ
ま
す

議
会

ひ
え

づ
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議会のうごき

次回の定例会は
６月です

全
国
町
村
議
会
広
報

全
国
町
村
議
会
広
報

ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

と　

き　

２
月
18
日（
水
）

　
　

と
こ
ろ　

全
国
町
村
会
館

　
　
　
　

 　

（
東
京
都
）

桜
堤
の
整
備
活
動

桜
堤
の
整
備
活
動

　
　

と　

き　

４
月
２
日（
木
）

　
　

と
こ
ろ　

日
野
川
土
手
桜
堤


